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● 主 な 内 容 会 期 日 程

きたもと議会だより

こんにちは

議会です！

11月30日(月)本会議(開会)

12月１日(火)議案調査日

12月２日(水)議案調査日

12月３日(木)本会議(委員会付託)

12月４日(金)委員会(保健福祉・建設経済)

12月７日(月)委員会(総務文教・保健福祉)

12月９日(水)本会議(一般質問)

12月10日(木)本会議(一般質問)

12月11日(金)本会議(一般質問)

12月14日(月)本会議(一般質問)　　　

12月16日(水)本会議(閉会)

12 月 定 例 会････②

一 般 質 問････③～⑥

委 員 長 報 告････⑦

提出案件の結果等････⑧

北本の行事シリーズ②

真福寺（石戸厄除両大師）のだるま市
　毎年１月３日と２月３日には、境内に大小様々

なだるまを並べた「だるま市」が開かれ、初詣や

厄除け祈願など、たくさんの人々で賑わいます。



１２月定例会１２月定例会

きたもと議会だより (２)

　
11
月
30
日
か
ら
12
月
16
日
ま
で
の
17
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
た
定
例
会
で
は
、
市

長
提
出
議
案
20
件
、
議
員
提
出
議
案
６
件
、
請
願
２
件
を
慎
重
に
審
議
し
ま
し
た
。

　
特
に
、
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
は
、
挙
手
多
数
に
よ
り
原
案

可
決
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
あ
す
な
ろ
学
園
の
平
成
22
年
度
か
ら
25
年
度

ま
で
の
３
年
間
の
管
理
に
つ
い
て
は
、
社
会
福
祉
法
人
埼
玉
県
社
会
福
祉
事
業
団
が

行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

平
成
21
年
度

北
本
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
８
号
）

ほ
か
27
件
の
議
案
を
可
決

平
成
21
年
度

北
本
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
８
号
）

ほ
か
27
件
の
議
案
を
可
決

　
今
定
例
会
で
審
議
さ
れ
た
市
長

提
出
議
案
の
う
ち
、
質
疑
が
な
さ

れ
た
議
案
に
つ
い
て
、
そ
の
主
な

も
の
を
掲
載
し
ま
す
。

議
案
第
１
０
５
号
　
平
成
21
年
度

北
本
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算

の
認
定
に
つ
い
て

Ｑ
、
生
活
保
護
扶
助
経
費
（
特
に

医
療
扶
助
）
が
大
幅
に
増
え
た
原

因
に
つ
い
て

Ａ
、
平
成
21
年
度
の
扶
助
費
の
算

出
に
あ
た
り
、
上
期
の
実
績
額
に

基
づ
き
、
そ
の
数
字
に
１
・
３
％

を
上
乗
せ
し
た
、
８
億
３
７
９
６

万
２
０
０
０
円
を
見
込
み
ま
し
た
。

　
平
成
21
年
３
月
末
の
生
活
保
護

者
数
は
４
８
５
名
で
し
た
が
、
10

月
末
現
在
で
は
49
名
増
の
５
３
４

名
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平

成
21
年
３
月
の
保
護
者
世
帯
数
は

３
３
２
世
帯
で
し
た
が
、
平
成
21

年
10
月
に
は
３
６
０
世
帯
に
増
え
、

さ
ら
に
、
平
成
20
年
度
の
申
請
件

数
は
84
件
で
し
た
が
、
今
年
度
10

月
ま
で
の
実
績
は
既
に
74
件
で
、

相
談
件
数
も
増
え
て
い
る
状
況
で

す
。
　
特
に
医
療
扶
助
は
大
き
く
増
え

て
い
ま
す
。
病
気
に
よ
っ
て
生
活

保
護
を
開
始
し
た
疾
病
世
帯
は
65

世
帯
か
ら
12
世
帯
増
え
、
77
世
帯

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
生
活
保
護
世
帯
で
は
高
齢
者
世

帯
が
多
い
た
め
、
病
気
に
か
か
り

や
す
い
と
い
う
こ
と
等
か
ら
、
医

療
扶
助
が
増
え
て
い
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

議
案
第
95
号
　
公
の
施
設
の
指
定

管
理
の
指
定
に
つ
い
て

Ｑ
、
提
出
さ
れ
た
事
業
計
画
書
の

事
業
費
（
歳
出
の
そ
の
他
の
項
目
）

の
積
算
根
拠
に
つ
い
て

Ａ
、
埼
玉
県
社
会
福
祉
事
業
団
は

県
の
８
つ
の
福
祉
施
設
の
指
定
管

理
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
経

費
の
10
％
に
つ
い
て
は
、
リ
ス
ク

負
担
、
そ
の
他
予
備
費
と
し
て
収

支
差
率
が
認
め
ら
れ
て
い
る
と
の

こ
と
で
す
。

　
北
本
市
に
つ
い
て
は
、
10
％
で

は
な
く
８
％
（
９
０
０
万
円
）
の

収
支
差
率
を
計
上
し
、
利
用
者
の

減
や
予
期
せ
ぬ
歳
出
等
に
つ
い
て

対
応
し
て
い
く
と
の
こ
と
で
す
。

　
指
定
管
理
料
に
つ
い
て
は
、

基
本
的
に
こ
の
金
額
が
上
限
と

考
え
て
お
り
、
今
後
の
運
営
方

針
に
つ
い
て
両
者
で
協
議
し
、

指
定
管
理
料
等
に
つ
い
て
も
精

査
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　
委
員
会
構
成
に
一
部
変
更
が

あ
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

みんなで守ろう「三ない運動」
政治家への寄附は禁止。有権者が寄附を求めることも禁止です。

政治家は有権者に寄附を政治家は有権者に寄附を

贈らない!

有権者は政治家に寄附を有権者は政治家に寄附を

求めない!

政治家から有権者への寄附は政治家から有権者への寄附は

受け取らない!

　

◎中山敬弘

◎湯澤清訓

　工藤日出夫

　横山　功

　大澤芳秋

○福島忠夫

○岸　昭二

　加藤勝明

　三宮幸雄

議　会　運　営　委　員　会

総務文教常任委員会

　

　湯澤清訓

◎福島忠夫

　中村洋子

　島野和夫

　桂　祐司

○金子眞理子

　桂　祐司

　吉住武雄

保健福祉常任委員会

　

　岸　昭二

◎現王園孝昭

　中山敬弘

　阪井栄見子

　高橋節子

　金子眞理子

○串田英夫

　黒澤健一

　伊藤堅治

建設経済常任委員会

◎は委員長、○は副委員長、以下議席順。　　　　　　は新たに就任した委員長です。

（平成21年12月16日現在）



※
質
問
通
告
順
に
掲
載

桂
　
祐
司
（
市
民
福
祉
）

・
福
祉
の
増
進
を
図
る
た
め
、
福

　
祉
ガ
ソ
リ
ン
券
配
布
事
業
を
新

　
設
し
て
は
ど
う
か

・
市
に
よ
る
「
職
員
パ
ー
キ
ン
グ

　
駐
車
場
」
土
地
借
上
事
業
の
妥

　
当
性

・
ゆ
る
キ
ャ
ラ
「
と
ま
ち
ゃ
ん
」

　
に
特
別
住
民
票
を
交
付
し
て
は

　
ど
う
か

他
１
件

横
山
　
功
（
平
成
会
）

・
西
口
駅
前
広
場
の
進
捗
状
況

・
北
本
市
に
お
け
る
新
型
イ
ン
フ

　
ル
エ
ン
ザ
の
状
況

・
下
原
考
戸
の
ま
ち
づ
く
り他
２
件

伊
藤
堅
治
（
平
成
会
）

・
政
権
交
代
に
よ
る
事
業
停
止
等

　
の
本
市
へ
の
影
響

・
デ
マ
ン
ド
バ
ス
の
テ
ス
ト
運
行

・
非
常
備
消
防
団
に
対
す
る
待
遇

　
の
改
善
及
び
分
団
小
屋
の
改
修

　
や
建
替
え

他
２
件

加
藤
勝
明
（
平
成
会
）

・
耕
作
放
棄
地
に
対
す
る
取
扱
い

・
ラ
ジ
オ
体
操
の
復
活
と
啓
発

・
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
の
移
転
と
誘
致

他
４
件

現
王
園
孝
明
（
緑
風
政
策
）

・
平
成
22
年
度
予
算
編
成
方
針

・
市
民
公
益
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

・
庁
舎
建
設
方
針

他
３
件

市政に対する一般質問市政に対する一般質問
　一般質問とは、議案と関係なく市の行政事務の

状況や将来に対する方針などをただすもので、定

例会に限って行われます。

　質問を希望する議員は、あらかじめ質問事項を

通告し、執行部の答弁を求めます。

　今定例会では、19人の議員から82件147項目に

ついて質問がありました。

　その中から主なものの答弁を掲載しました。

12
月

定

例

会

12
月

定

例

会

12
月

定

例

会

12
月

定

例

会

一

般

質

問

一

般

質

問

一

般

質

問

一

般

質

問

問
１
　
各
学
校
の
近
見
視
力
検

査
の
取
組
み
に
つ
い
て

答
１
　
近
見
視
力
は
パ
ソ
コ
ン

や
家
庭
用
の
ゲ
ー
ム
機
、
携
帯

型
ゲ
ー
ム
機
が
子
ど
も
達
の
生

活
の
中
に
定
着
し
て
い
る
状
況

か
ら
生
じ
る
健
康
被
害
の
ひ
と

つ
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
Ｖ
Ｄ
Ｔ
（
ビ
ジ
ュ
ア
ル
・

デ
ィ
ス
プ
レ
イ
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
）

症
候
群
や
Ｉ
Ｔ
眼
症
等
と
の
関

連
と
し
て
県
学
校
眼
科
医
会
で

も
話
題
の
ひ
と
つ
に
取
り
上
げ

ら
れ
始
め
て
い
る
と
の
こ
と
で

す
。
各
学
校
の
今
後
の
取
組
み

と
し
て
は
、
学
校
眼
科
医
、
専

門
医
と
の
連
携
を
密
に
し
な
が

ら
、
適
切
に
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

問
１
　
公
共
施
設
の
改
修
計
画

に
つ
い
て

答
１
　
昭
和
46
年
の
市
制
施
行

以
降
の
人
口
急
増
期
に
新
設
を

さ
れ
た
小
中
学
校
が
ほ
ぼ
30
年

を
経
過
し
、
経
年
劣
化
に
よ
る

改
修
時
期
を
迎
え
て
お
り
、
福

祉
施
設
や
社
会
教
育
施
設
等
に

お
い
て
も
同
様
に
改
修
時
期
が

迫
っ
て
い
る
状
況
で
す
。

　
平
成
19
年
度
に
公
共
施
設
の

整
備
方
針
と
今
後
の
方
向
性
等

に
つ
い
て
整
理
を
行
い
ま
し
た
。

　
老
朽
化
し
た
施
設
の
ラ
ン
ニ

ン
グ
コ
ス
ト
が
多
く
な
っ
て
き

て
お
り
、
将
来
に
お
け
る
施
設

機
能
の
集
中
化
や
統
廃
合
、
民

間
施
設
と
の
役
割
分
担
な
ど
を

視
野
に
入
れ
る
と
と
も
に
、
計

画
的
か
つ
効
率
的
な
施
設
の
運

営
が
で
き
る
よ
う
、
全
庁
的
に

取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る

と
考
え
ま
す
。

　
平
成
19
年
度
に
示
さ
れ
た
整

備
計
画
を
基
に
、
さ
ら
に
精
査

し
、
調
査
研
究
を
進
め
、
公
共

施
設
の
維
持
管
理
を
含
め
た
施

設
整
備
の
優
先
順
位
を
見
直
し

て
い
く
こ
と
も
必
要
と
考
え
ま

す
。

近
見
視
力
検
査

公
共
施
設
の
修
繕

【
近
見
視
力
と
は
】

　
近
く
を
見
る
と
き
の
視

力
を
い
い
、
近
距
離
視
力

表
を
用
い
て
目
か
ら
30
㎝

は
な
れ
て
測
っ
た
視
力
を

い
い
ま
す
。

(３) きたもと議会だより



大
澤
芳
秋
（
緑
風
政
策
）

・
平
成
22
年
度
予
算
要
求
事
業
の

　
事
業
仕
分
け
の
実
施

・
新
潟
中
越
地
震
以
後
、
本
市
の

　
初
動
対
応
訓
練
の
実
施
状
況

・
小
中
学
校
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
は

　
授
業
の
中
で
ど
の
よ
う
に
実
施

　
さ
れ
て
い
る
の
か

他
１
件

阪
井
栄
見
子
（
公
明
党
）

・
小
中
学
校
保
護
者
へ
の
メ
ー
ル

　
メ
ッ
セ
ー
ジ
サ
ー
ビ
ス
の
実
施

・
デ
マ
ン
ド
バ
ス
運
行
状
況
と
今

後
の
対
応

・
行
政
改
革
推
進
計
画
に
お
け
る

事
務
事
業
の
見
直
し
と
補
助
金

の
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
化

中
村
洋
子
（
共
産
党
）

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化

・
北
本
の
農
業

・
あ
す
な
ろ
学
園
の
創
立
か
ら
の

　
評
価
と
今
後

他
３
件

金
子
眞
理
子
（
緑
風
政
策
）

・
近
見
視
力
検
査
と
聴
力
検
査

・
緊
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
の
普
及

・
ご
み
減
量
政
策

他
１
件

三
宮
幸
雄
（
緑
風
政
策
）

・
北
本
市
久
保
特
定
土
地
区
画
整

　
理
事
業
及
び
デ
ー
ノ
タ
メ
遺
跡

　
に
係
る
検
討
委
員
会

・
北
本
ら
し
い
顔
の
駅
前
つ
く
り

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

・
鴻
巣
市
内
の
介
護
施
設
、
過
誤

　
修
正
そ
の
後
の
市
の
対
応

吉
住
武
雄
（
緑
風
政
策
）

・
日
本
文
化
デ
ザ
イ
ン
会
議
２
０
０
９

　
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
in
北
本
市

・
国
で
は
事
業
仕
分
け
で
廃
止
、

　
削
減
、
見
直
し
、
凍
結
等
が
行

　
わ
れ
て
い
る
が
、
北
本
市
に
対

　
し
て
の
影
響
は

・
弁
当
の
日

他
１
件

問
１
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
体
育
祭

に
つ
い
て
　

答
１
　
ふ
だ
ん
運
動
機
会
の
少

な
い
人
も
含
め
、
子
ど
も
か
ら

高
齢
者
ま
で
幅
広
い
年
齢
の
皆

さ
ん
が
一
緒
に
楽
し
め
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
輪
が
広
が
る
大
変

有
効
な
行
事
と
考
え
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
充
実
を
図
っ
て
い
た
だ

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
２
　
き
く
ま
つ
り
、
北
本
ま

つ
り
宵
祭
り
の
評
価
と
今
後
に

つ
い
て

答
２
　
き
く
ま
つ
り
は
小
学
校

や
市
内
外
の
菊
愛
好
家
の
育
て

た
６
５
９
鉢
の
出
展
が
あ
り
、

９
日
間
に
わ
た
り
各
種
団
体
の

演
技
や
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
賑

わ
い
ま
し
た
。
新
た
な
イ
ベ
ン

ト
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
カ
ー
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
や
北
本
Ｂ
級
グ
ル
メ

グ
ラ
ン
プ
リ
も
開
催
さ
れ
盛
況

で
し
た
。
参
加
さ
れ
る
皆
様
の

協
力
の
も
と
、
運
営
委
員
会
の

強
化
を
図
り
一
層
市
民
に
親
し

ま
れ
る
ま
つ
り
と
な
る
よ
う
努

め
て
い
き
ま
す
。

　
宵
ま
つ
り
は
16
年
目
に
な
り

ま
す
。
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
委

員
会
が
そ
れ
ぞ
れ
の
ね
ぷ
た
を

製
作
し
て
運
行
し
、
祭
り
を
通

じ
て
結
束
を
強
め
、
ふ
る
さ
と

が
誇
る
・
地
域
を
誇
れ
る
祭
り

に
成
長
し
て
い
る
と
考
え
て
い

ま
す
。
今
後
に
つ
い
て
は
実
行

委
員
会
の
反
省
会
等
で
議
論
し

て
い
き
ま
す
。

問
３
　
菜
の
花
ま
つ
り
、
か
か

し
祭
り
へ
の
支
援
に
つ
い
て

答
３
　
市
民
が
行
な
う
自
発
的

活
動
は
奨
励
す
べ
き
様
々
な
視

点
が
あ
り
ま
す
。
地
域
が
元
気

に
な
り
、
魅
力
的
な
ま
ち
づ
く

り
と
な
る
よ
う
自
発
性
を
尊
重

し
、
支
援
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

問
１
　
設
置
の
目
的
・
趣
旨
に

つ
い
て

答
１
　
久
保
特
定
土
地
区
画
整

理
事
業
地
内
に
お
け
る
デ
ー
ノ

タ
メ
遺
跡
に
つ
い
て
市
と
し
て

の
方
向
性
を
検
討
し
、
結
果
に

つ
い
て
市
長
に
提
言
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
教
育

委
員
会
と
し
て
は
、
保
全
を
目

指
し
て
努
力
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

問
２
　
遺
跡
範
囲
の
確
定
に
つ

い
て
答
２
　
周
辺
の
地
形
か
ら
、
約

６
万
平
方
メ
ー
ト
ル
の
エ
リ
ア

を
遺
跡
と
し
て
と
ら
え
、
北
本

市
ナ
ン
バ
ー
39
の
遺
跡
と
し
て

埼
玉
県
教
育
委
員
会
に
登
録
し

て
い
ま
す
。
埋
蔵
文
化
財
は
正

確
な
範
囲
を
確
定
す
る
た
め
に

表
土
の
掘
削
作
業
を
行
い
、
遺

構
、
遺
物
の
検
出
状
況
に
よ
り

判
断
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

今
年
度
は
５
ヶ
所
を
予
定
し
て

い
ま
す
が
、
来
年
度
は
全
体
像

を
つ
か
む
た
め
民
地
内
で
の
範

囲
確
認
作
業
を
計
画
し
て
い
ま

す
。
文
化
庁
、
埼
玉
県
生
涯
学

習
文
化
財
課
か
ら
も
積
極
的
に

行
う
よ
う
に
と
指
導
・
助
言
を

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
教
育
委

員
会
と
し
て
も
遺
跡
範
囲
の
確

定
に
努
力
し
、
今
後
の
デ
ー
ノ

タ
メ
遺
跡
の
あ
り
方
に
関
す
る

議
論
に
資
す
る
よ
う
努
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

きたもと議会だより (４)

祭
り
と
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
活
性
化

デ
ー
ノ
タ
メ
遺
跡

検

討

委

員

会

試掘調査の様子



串
田
英
夫
（
市
民
福
祉
）

・
公
職
選
挙
法

・
「
埼
玉
に
コ
ウ
ノ
ト
リ
、
ト
キ
」

　
と
い
う
夢
を
現
実
に
。
未
来
の

　
子
ど
も
達
へ
プ
レ
ゼ
ン
ト

・
市
立
西
小
学
校
通
学
路
の
歩
道

　
整
備

他
２
件

福
島
忠
夫
（
平
成
会
）

・
学
童
保
育

・
野
球
場
使
用

・
国
内
排
出
量
取
引
制
度
他
３
件

工
藤
日
出
夫
（
緑
風
政
策
）

・
退
職
手
当
等
給
与
、
諸
手
当
、

　
退
職
手
当
負
担
金
に
つ
い
て

湯
澤
清
訓
（
共
産
党
）

・
地
域
福
祉
計
画
の
策
定
状
況

・
第
４
期
介
護
保
険
事
業
計
画
の

　
実
施
状
況

・
産
業
振
興
施
策
と
し
て
の
住
宅

　
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
金
制
度
創
設

　
を
求
め
て

他
３
件

島
野
和
夫
（
公
明
党
）

・
江
崎
グ
リ
コ
新
工
場
進
出
に
よ

　
る
市
内
業
者
受
注
拡
大

・
緊
急
車
両
が
通
れ
な
い
狭
隘
道

　
路
の
拡
幅
整
備

・
国
の
「
事
業
仕
分
け
等
」
に
よ

　
る
本
市
の
教
育
関
連
事
業
へ
の

　
影
響
と
今
後
の
見
通
し

岸
　
昭
二
（
公
明
党
）

・
北
本
市
自
治
基
本
条
例
施
行
に

　
向
け
ど
う
取
り
組
む
の
か

・
そ
ば
の
ブ
ラ
ン
ド
化
推
進

・
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業
で
の

　
本
市
に
お
け
る
影
響
と
課
題

問
１
　
余
裕
教
室
を
活
用
し
た

学
童
保
育
に
つ
い
て

答
１
　
現
在
、
学
童
保
育
室
は

各
小
学
校
区
に
１
箇
所
の
配
置

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
余
裕
教

室
を
活
用
し
た
学
童
保
育
に
つ

い
て
は
、
栄
学
童
保
育
所
の
１

所
の
み
で
す
。
学
童
保
育
事
業

に
つ
い
て
国
で
は
、
「
集
団
規

模
は
40
人
程
度
が
望
ま
し
く
、

最
大
70
人
ま
で
と
す
る
」
と
し

て
い
て
、
平
成
22
年
度
か
ら
は
、

そ
れ
を
超
え
た
場
合
に
つ
い
て

は
運
営
費
の
補
助
対
象
と
し
な

い
と
し
て
い
ま
す
。
西
学
童
保

育
室
、
東
学
童
保
育
室
、
北
学

童
保
育
室
が
そ
の
対
象
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
保

育
施
設
の
分
割
が
喫
緊
の
課
題

で
、
分
割
の
前
提
と
し
て
余
裕

教
室
の
利
用
は
効
率
性
な
ど
か

ら
、
選
択
肢
の
一
つ
と
な
る
と

考
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が

ら
、
児
童
の
教
育
や
学
校
の
管

理
運
営
に
支
障
が
無
い
こ
と
が

前
提
と
な
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
課
題
を
ふ
ま
え
、

教
育
委
員
会
と
協
議
し
、
西
小

学
校
、
東
小
学
校
、
北
小
学
校

な
ど
の
余
裕
教
室
等
の
転
用
が

可
能
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
設

計
委
託
料
の
補
正
予
算
を
今
議

会
で
提
案
し
て
い
ま
す
。
今
後

も
教
育
委
員
会
、
学
校
な
ど
の

関
係
機
関
と
十
分
協
議
、
調
整

し
、
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

学

童

保

育

問
１
　
小
中
学
校
保
護
者
へ
の

学
校
か
ら
の
連
絡
に
つ
い
て
、

メ
ー
ル
メ
ッ
セ
ー
ジ
配
信
を
検

討
し
て
み
て
は

答
１
　
運
動
会
の
雨
天
に
よ
る

日
程
変
更
や
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
流
行
に
よ
る
学
級
閉
鎖
な

ど
、
昨
今
、
緊
急
に
家
庭
と
の

連
絡
を
必
要
と
す
る
機
会
が
増

え
て
き
ま
し
た
。

　
現
在
、
各
学
校
か
ら
の
緊
急

連
絡
に
つ
い
て
は
、
主
に
電
話

に
よ
る
連
絡
網
を
活
用
し
た
対

応
を
行
っ
て
い
ま
す
。
最
初
か

ら
最
後
の
家
庭
ま
で
回
る
の
に

約
一
時
間
で
す
が
、
人
と
人
を

介
す
る
シ
ス
テ
ム
な
の
で
確
実

に
伝
わ
る
こ
と
な
ど
、
現
在
の

と
こ
ろ
緊
急
連
絡
の
手
段
と
し

て
の
機
能
を
果
た
し
て
い
る
と

考
え
ま
す
。
急
を
要
さ
な
い
場

合
は
、
お
知
ら
せ
の
文
書
を
配

布
す
る
方
法
で
対
応
し
て
い
ま

す
。

　
メ
ー
ル
メ
ッ
セ
ー
ジ
配
信
に

つ
い
て
は
、
一
時
間
以
上
か
か

る
会
社
も
あ
る
と
い
う
タ
イ
ム

ラ
グ
の
問
題
、
個
人
情
報
の
保

護
な
ど
に
つ
い
て
の
課
題
も
あ

り
ま
す
。
し
か
し
、
他
市
で
も

導
入
が
始
ま
っ
て
い
て
そ
の
利

便
性
は
認
め
る
と
こ
ろ
で
す
の

で
、
こ
の
サ
ー
ビ
ス
の
有
効
性

に
つ
い
て
教
育
委
員
会
と
し
て

検
討
、
研
究
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

(５) きたもと議会だより

メ

ー

ル

メ
ッ
セ
ー
ジ
配
信



　議会では、皆さんの生活に密着

した重要な問題を審議しています。

　身近な市政を知るためにも、議

会を傍聴してみませんか。

傍聴のご案内傍聴のご案内傍聴のご案内
中
山
敬
弘
（
緑
風
政
策
）

・
「
日
本
一
の
読
書
の
ま
ち
」
を
め

　
ざ
す

・
美
し
く
老
い
る
た
め
の
「
カ
キ

　
ク
ケ
コ
（
介
護
・
救
護
・
訓
練

　
・
健
康
・
交
流
）
」

・
金
の
な
る
木
と
し
て
の
仮
称
み

　
な
み
北
本
駅
早
期
実
現
他
１
件

黒
澤
健
一
（
平
成
会
）

・
政
権
交
代
に
よ
り
「
国
の
予
算

　
方
針
が
及
ぼ
す
影
響
」

・
北
本
市
の
財
政
健
全
化
に
向
け

　
た
課
題

・
圏
央
道
開
通
に
伴
う
交
通
・
環

　
境
対
策
│
　
◇
　
│
　
◆
　
│

次
回
の
定
例
会
は
、

２
月

23
日(

火)

開
会
の
予
定
で
す
。

次
回
の
定
例
会
は
、

２
月

23
日(

火)

開
会
の
予
定
で
す
。

問
１
　
と
ま
ち
ゃ
ん
に
特
別
住

民
票
を
交
付
し
て
は
ど
う
か

答
１
　
平
成
19
年
度
に
、
北
本

ト
マ
ト
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
、
北
本
ト
マ
ト

イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
制

定
し
、
ぬ
い
ぐ
る
み
を
制
作
し

ま
し
た
。
「
と
ま
ち
ゃ
ん
」
は
、

市
の
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
に
参
加

す
る
と
と
も
に
、
埼
玉
県
の
ゆ

る
キ
ャ
ラ
応
援
団
と
し
て
、
市

内
外
で
本
市
の
Ｐ
Ｒ
を
行
い
、

市
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
貢
献

し
て
い
ま
す
。

　
「
特
別
住
民
票
」
と
は
、
一

般
的
に
は
特
に
法
律
の
規
定
が

な
く
、
市
町
村
や
特
別
区
が
住

民
以
外
の
人
・
動
物
・
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
等
を
特
別
住
民
と
み
な

し
て
、
任
意
に
交
付
す
る
住
民

票
の
こ
と
で
す
。

　
代
表
的
な
交
付
例
と
し
て
、

春
日
部
市
の
ク
レ
ヨ
ン
し
ん
ち

ゃ
ん
、
新
座
市
の
鉄
腕
ア
ト
ム
、

滋
賀
県
彦
根
市
の
ひ
こ
に
ゃ
ん

等
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
の
よ

う
に
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
特
別

住
民
票
を
交
付
す
る
こ
と
は
、

市
の
Ｐ
Ｒ
や
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ

に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
と
ま
ち
ゃ
ん
は
、
桜
ま
つ
り

や
北
本
ま
つ
り
等
の
イ
ベ
ン
ト

に
欠
か
せ
な
い
存
在
と
な
っ
て

お
り
、
ま
た
、
「
ゆ
る
キ
ャ
ラ
」

と
し
て
の
知
名
度
も
上
っ
て
い

ま
す
の
で
、
今
後
、
性
格
づ
け

や
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
な
ど
の
設
定

を
検
討
し
な
が
ら
、
特
別
住
民

票
を
交
付
し
、
市
の
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ
の
新
た
な
普
及
啓
発
の

手
段
と
し
て
い
き
ま
す
。

「とまちゃん」

きたもと議会だより (６)

イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ

推

進

事

業

国
の
事
業
仕
分
け

の

影

響

問
１
　
各
部
の
影
響
に
つ
い
て

答
１
　
総
合
政
策
部
関
係
　
ま

ち
づ
く
り
交
付
金
事
業
は
、
補

助
率
が
高
く
対
象
事
業
の
活
用

範
囲
も
非
常
に
広
い
た
め
、
事

業
費
の
概
ね
４
割
が
影
響
を
受

け
ま
す
。

市
民
経
済
部
関
係
　
市
が
実
施

す
る
水
辺
プ
ラ
ザ
整
備
事
業
の

完
了
は
遅
れ
る
こ
と
も
想
定
さ

れ
ま
す
。

保
健
福
祉
部
関
係
　
延
長
保
育

事
業
は
１
、
２
年
は
現
状
が
予

想
さ
れ
ま
す
が
、
そ
の
後
の
具

体
的
な
見
直
し
方
法
が
不
明
の

た
め
影
響
も
不
明
な
状
況
で
す
。

都
市
整
備
部
関
係
　
道
路
整
備

事
業
は
、
具
体
的
な
見
直
し
方

法
が
不
明
な
た
め
、
影
響
も
不

明
な
状
況
で
す
。

教
育
部
関
係
　
小
・
中
学
校
の

耐
震
工
事
は
、
予
算
の
縮
減
率

と
事
業
範
囲
が
不
明
な
た
め
、

影
響
も
不
明
な
状
況
で
す
。

問
２
　
デ
マ
ン
ド
バ
ス
へ
の
国

庫
補
助
が
な
い
場
合
、
市
は
ど

う
す
る
か

答
２
　
要
望
が
多
い
の
で
一
般

財
源
を
用
い
て
運
行
す
る
こ
と

も
考
え
て
い
ま
す
。

問
３
　
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事

業
の
縮
小
や
廃
止
の
影
響
は

答
３
　
平
成
25
年
度
ま
で
に
９

事
業
６
億
４
，
３
０
０
万
円
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

　
来
年
度
の
駅
西
口
駅
前
広
場

改
修
工
事
で
は
、
制
度
の
内
容

な
ど
に
つ
い
て
情
報
収
集
に
努

め
、
目
標
が
達
成
で
き
る
よ
う

適
正
な
事
業
執
行
に
努
め
ま
す
。

　
新
駅
に
つ
い
て
は
、
こ
の
制

度
が
な
く
な
る
と
、
財
源
的
な

裏
づ
け
が
な
く
な
る
の
で
、
新

駅
実
現
の
た
め
に
は
、
制
度
の

存
続
あ
る
い
は
同
等
の
財
源
措

置
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。



保健福祉保健福祉総務文教総務文教

建設経済建設経済

Ｑ．福祉タクシー券の利用状況について

Ａ．身体障害者手帳１級、２級の所持者が

878人で、療育手帳のマルＡとＡが171人、

合計で1,049人になります。このうち福祉

タクシー券の登録者数が460人、タクシー

券の交付を受けた方が404人で、実際に利

用された方が302人です。交付枚数と利用

枚数を比較すると利用率が51％で、半分が

使われていません。使える権利があっても

使うことができないという現状があります。

具体的には、車いす対応の必要な方ではタ

クシーには乗れませんので、そういった場

合には、自分の車を利用するということに

なります。また、肢体不自由児の父母の会

の保護者から伺ったお話では、タクシーの

中は独特な雰囲気のある空間で、落ちつけ

なくなってしまったり、騒いで声を上げて

しまったりすることがあります。自分の席

も決まっている乗りなれた車だったら安心

して移動することができますが、タクシー

は、ほとんどの方が利用できないとのこと

でした。このような状況の中から今回の福

祉ガソリン券配布事業の新設を求める請願

に至りました。

Ｑ．戸籍の電算化移行後も紙戸籍を永年保

存する必要があるのではないか

Ａ．改製された原戸籍については、100年間

保存しなければなりませんが、それをイメ

ージデータとして戸籍電算システムに取込

み電算化した場合は、そのイメージデータ

が原本となり、紙の戸籍については原本で

はなくなりますので、完了後１年を経過し

たときは廃棄して差し支えないとの法務省

通達が出されていますが、紙戸籍は大変貴

重なデータであるため、保存方法や保存期

間について先進的に取組んだところを調査

し、保存していく方向で検討していきたい

と考えています。

Ｑ．東口駅前通の代替地売払い収入の内容

について

Ａ．駅東口駐輪場の一部を大体とてして提

供する人が４名います。今年売払う２名分

については289.35㎡です。販売単価16万

3,000円で4,176万円が市の収入になります。

　残り２名の方については新年度に契約を

結び整備する予定です。

　補償補填及び賠償金の補正増につい当初

予定の２名が不調になり、新たに２件と交

渉し了承を得られたことから3,500万円の補

正増をするものです。

特別委員会の中間報告特別委員会の中間報告

○庁舎建設特別委員会

児童館等と市役所庁舎との合築または別棟

の整備手法について議論を行った結果、「庁

舎を単独で建設すること」を改めて全員の決

定事項として確認しました。

○議会改革特別委員会

一般質問における一問一答方式の導入につ

いて市執行部と導入にあたる協議を開始して

よいかについて審査した結果、挙手少数によ

り否決されました。

各常任委員会委員長報告(抜粋)(７)
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北本市職員の給与に関する条例等の一部改正について

北本市手数料条例の一部改正について

北本市国民健康保険税条例の一部改正について

公の施設の指定管理者の指定について

市道の路線の認定について

市道の路線の廃止について

工事請負契約の変更契約の締結について

財産の取得について

平成21年度北本市一般会計補正予算（第７号）

平成21年度北本市公共下水道事業特別会計補正予算（第３号）

平成21年度北本市国民健康保険特別会計補正予算（第２号）

平成21年度北本市介護保険特別会計補正予算（第３号）

平成21年度北本市一般会計補正予算（第８号）

平成21年度北本市国民健康保険特別会計補正予算（第３号）

まちづくり交付金制度の堅持を求める意見書

子宮頸がん撲滅のための施策を求める意見書

八ッ場ダムの建設事業中止の撤回を求める意見書

上尾道路の未整備区間の早期事業着手と完成を求める意見書

福祉ガソリン券配布事業の新設を求める請願
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新
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ま
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予
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新
政
権
は
、
国

と
地
方
の
関
係
を
上
下
か
ら
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に
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い
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権
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代
の
意
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○は議案に対して賛成の会派

×は議案に対して反対の会派

△は議案に対して賛成と反対のあった会派

＊上記以外に３件の議案審議がありましたが、いずれも挙手全員により

　原案のとおり可決しています。
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　　　　　　　　　　議　　　　案　　　　名� � 議決結果� � 平成会�公明党�共産党
緑風政策
フォーラム

市民福祉
の会

緑風政策【８人】、平 成 会【５人】、公 明 党【３人】、

共 産 党【２人】、市民福祉の会【２人】
各会派の
議員数

北本市議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償等に関する条例の
一部改正について

市長及び副市長の給与等に関する条例及び北本市教育委員会教育長の給
与等に関する条例の一部改正について

平成21年度北本都市計画事業久保特定土地区画整理事業特別会計補正予
算（第２号）

北本市議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正に
ついて

食料の自給力向上と食の安全、安心の回復に向けた食品表示制度の抜本
的改正を求める意見書

食料の自給力向上と、食の安全・安心の回復に向けて、食品表示制度の
抜本改正について国への意見書提出を求める請願
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